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アプラムシの人工飼育〈第 1報〉

河 田 和雄

アブラムシの人工飼育は， Hamilton (1930， 1935)がフィ ッシュスキンや植物表皮など

を通して，半人工的飼料をモモアカアブラムシ MyzusρersicaeSULZERに吸わせること

に成功して以来， いろいろ改良が加えられて今日におよんでいる. Pletsch (1937)はフ

イッシュスキンを用い，また Maltais(1952)は特殊な装置を考案して，それぞれ独自に

アプラムシの人工飼育を試みている.けれども，本格的研究は Mittlerand Dadd (1962)， 

Auclair and Cartier (1963)らによって始められたといっても過言ではない. 彼等は人

工膜にパラフィルムを用い，完全合成飼料を吸汁させることに成功した. その後 Dadd

and Mitt1er (1965)， Auclair (1965)， Ehrhardt (1968)らは合成飼料の組成や飼育法

の改良に努力をかさねた結果，今では 2，3のアブラムシについては累代飼育もできるま

でに進歩している.しかしながら，その種類は限られており，食性の狭いアブラムシの人

工飼育はあまり行なわれていない.筆者は寡食性あるいは単食性アブラムシの完全合成朗

料による人工飼育法を開発し，あわせてこれらアプラムシの栄養要求を解明するために一

連の実験を行なっているが，今回はその第一歩として，同じ組成をもっ完全合成飼料によ

って，食性を異にする 5種類のアブラムシを，うまれてから次世代産出までの一世代にわ

たり，人工飼育することに成功したので，ここにその方法と結果の大要を報告する.

本実験を遂行するにあたり，終始ご指導を賜った安江安宣教授に深〈感謝の意を表する.

材料と方法

実験に供した6種類のアプラムシのうち，ダイコンアブラムシ Brevicorynebrassicae L.， 

ニセダイコンアブラムシ Li如片山 erysimiKAL TENBACIムモモアカアブラムシ Myzus

μrsicae SULZER，マメアブラムシ Aphiscraccivora K∞H，およびムギクピレアブラ

ムシ Rho如losiPhum抑diL.の 5種類は，昭和43年4月下旬倉敷市住吉町岡山大学農業

生物研究所構内圃場から採集した個体の子孫である. これらのアブラムシは採集後，

実験室にもちかえり， 採集当時摂食していた食草をあたえて数世代飼育を続けたのち.

人工飼育実験に供した.

つぎに飼育方法を簡単に説明する.まず，第 1図にしめした容器 1個につき，無姐胎生

雌成虫を 5頭ずつ収容する.そして 24時間のあいだ温度20
0Cの直温器内におき， 翌日と

りだし，この聞にうまれた新幼虫を，新しい別の容器に 10頭ずつ収容して供試虫とした.

また，クリオオアブラムシ Lac抑 制 tropicalisVAN DER GOOTは昭和43年3月岡山市立

半田山植物園のクリの木から採卵したものを，実験室内で鮮化させ， 僻化後 24時間以内

なお本稿の要旨は 1969年4月2日，昭和44年度日本応用動物昆虫学会大会において発表した.
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第 1表 人工飼料の組成

アミ ノ 酸 (mg) ビ タ ミ ン 類 (mg) 

L-ア フ 一
、J 1∞ チアミ Y-HCI 2.5 

L-アルギニ γ 270 リボフラピ γ 0.5 

L-アスパラギン 550 ニコチ γ 酸 10.0 

L-アスパラギソ酸 140 
ピリドキシ γ-HCl 2.5 

40 
葉 酸 0.5 

Lー システ イ てJ

L-グルタミ γ 酸
パシトテン酸Ca 5.0 

140 i-イ ノ シ トール 50.0 
L-グノレタ 、、、 ン 150 コリンタロライド 50.0 

グ シ ン 80 ピ オ チ 、J 0.1 
L-ヒスチジ γ 80 L-アスコルビン酸 100 
L-イソロイ シン 80 そ の 他

Lでロ イ ‘ン てJ 80 m; 糖 15 (g) 

L-リ ジ ン-HCl 120 KH2PO‘ 5∞(mg) 

Lーメ チオニ ン 40 MgCl2・6H20 2∞(mg) 

L-フェニ -Jレアラニン 40 ? ニL てJ 酸 20 (mg) 

リ ン コ. 酸 20 (mg) 
L-プ ロ リ ン 80 

EDTA鉄ナトリ。ム塩 1. 5 (mg) 
L-セ り ン 80 

EDTA亜鉛 0.8 (mg) 11 

L-ス レオニ てJ 140 EDTA ""?γガン M 0.8 (mg) 
L-ト リプトファン 80 EDTA銅 11 0.4 (mg) 
L-チ ロ シ ン 40 pH7.0に調節 (KOH)

L-~ミ リ Y 80 水を加えて全量 l00mlとする.

の新幼虫を 1容器あたり 5頭ずつ収容して供試虫とした.

飼 育 容 器 はガラス小管(内径 5mm，長さ 40mm)，ゼラチンカプセル〈日本薬局方O

番)，テトロンゴース小片とパラフィルム (AmericanCan Co.)からなる簡単な装置で，

下記のようにして作った.まず，ガラス小管の上部にパラフィルムを凹みをつけてはりつ

ける.そのなかに合成飼料をミクロピペットで落し，直ちにもう一枚のパラフィルムをよ
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第 1図 合成飼料によるアプラムシの人工飼育装置
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くひきのばしてはりつけ，飼料を密封する.このうえに輪切りにしたカプセルをはめこみ

飼育ケージとしこのなかに供試虫を放して，テトロンゴース小片でふたをし虫の逃亡を

防ぐ.容器は飼料交換の際，新しいものととりかえるが，飼料とパラフィルム以外の部品

はひき続き使用することができる.

合成飼料の組成は Daddand Krieger (1968)に準じたが， Lamb (1959)によるダイ

コンアプラムシの honeydew分析結果をも考慮し， 第1表にしめしたように 2種類の有

機酸(クエン酸およびリンゴ酸〕を加えた飼料を用いた.合成飼料は調整後，ザイツ滴過

器(東洋滴紙 No.85)で溜過し，分注してフリーザー(-20
0 

C)に貯蔵しておき，必要

に応じとりだして使用したが，その際に装置の滅菌操作はべつに行なわなかった.飼育実

験は供試虫がうまれてから死亡するまで続け，この聞における無趨胎生雌虫の幼虫発育期

間，生体重，死虫率，産仔数および生存日数などを毎日調査した.なお，飼料の交換は 1

日おきに行なった.

実験は環境条件を温度 20
0 C ，白色蛍光灯による 1 日 16時間照明，関係湿度 60~80%に

調節した恒温器内で、実施した.

実験結果

1.発育期間

うまれてから最終脱皮までに要する日教を幼虫発育期間とみなして，各アブラムシの発

育所要日数を調べたところ，第2表のような結果が得られた.発育の最もはやかったのは

マメアブラムシであるが，その日数は採集当時寄生していた食事を飼料として与えて飼育

(以下標準飼育と呼ぶ)したものより，約4日のびている. その他のアブラムシの発育

も，標準飼育個体に比べると，やはり若干おくれる傾向があり，そのために，発育日数は

全体的にみると， 3....... 6日長くなっている.発育期間中における脱皮はクリオオアプラム

第 2表 合成飼料による数種アプラムシの人工飼育 (200C. 16時間照明〉

種名と寄主植物 供試虫数発育虫数平均発育期間 平均産仔数 平均生存期間

ダイコンアプラムシ

(キャベツ〕

ユセダイコンアプラムシ

(キャベツ〉

モモアカアプラムシ

(キャベツ〉

マメアプラムシ

〈ソラマメ〉

ムギクピレアプラムシ

町(オオムギ〉

扇一 一扇

ω20  

(10) (9 ) 

20 12 

(1の (9)

30 24 

(10) (10) 

40 27 

(10) (8) 

30 9 

(10) (10) 

画一一憂

13.60土1.47

(10.56土2.72)

12.30土1.62 

( 9.33土1.∞〉

11. 38土0.94

( 8.40土0.17)

11.19土1.48

( 7.00土O.∞〉

13.78土1.93 

( 8.00土O.∞〉

( )内は夫々 の寄主植物を飼料とする標準飼育.'標準備差.
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扇一一一一一吾

5.25土1.34 

(21.89土3.19)

3.40土1.74 

(24.44土5.02)

10.13土2.52

(26.60土3.33)

6.41土2.37

(34.88土3.44)

3.33土2.22

(27.25土3.34)

日・

20.40土3.56

(20.00土3.42)

19.70土2.10

(25.56土4.24)

24.33土3.48

(26.20土5.07)

23.70土4.00

(21. 75土9.37)

17.67土2.28

(17.78土5.11)
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シをのぞく他のすべてのアプラムシにおいて観察されたが，今回の実験においては，幼虫

の各令期間についてとくに調査しなかった.

2. 死虫率

幼虫発育期間中における各アブラムシの累積死虫率は第2図のとおりである. クリオオ

アプラムシは，今回用いた処方による合成飼料では，成虫まで達することなく，うまれて

から僅か4日後に全個体が
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第2図 人工飼育による 6種アプラムシの累積死虫率

10 12 

率が高い順にあげるとムギクピレアブラムシ，ダイコンアブラムシ，ニセダイコ γアプラ

ムシ，マメアブラムシ，モモアカアブラムシとなる.

3. 生 体 重

幼虫発育のひとつの指標で、ある生体重の増加について知るため，実験開始後， 1日おき

に数頭l組として，合計6回生体重を測定し， 1頭あたりの平均生体重増加曲線として第

3， 4図にしめした.標準飼育で

は各アブラムシとも，出生後4日

日ごろから急激に生体重がふえは

じめるが，一方人工飼育の場合に

は，その時期が 2~4 日おくれ

る.そして12日目になりようやく

最高値をしめした.しかし，それ

でも標準飼育したものにはおよば

なかった.成虫時の生体重を標準

飼育のそれと比べてみると，マメ

アプラムシとモモアカアプラム、ン
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第3図 モモアカアブラムシとマメアプラムジの

体重増加曲線

.モモアカアプラムシ， 0"'"メアプラム
ツ，実線標準飼育，破線人工飼育

では 38%， ダイコンアブラムシ

では 39%，ニセダイコンアプラムシでは 40%軽くなっている.

4. 産仔数

各アブラムシの繁殖能力を知るために，成虫に達してから死亡するまでの聞に産出され
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た仔虫を毎日とりのぞいて調べ， 1雌

虫あたりの平均産仔数として第2表に

しめした.今回用いた合成飼料では，

モモアカアブラムシの産仔数が最高で

あったが，それでも標準飼育個体の僅

戸戸4 か 38.1%にすぎない. また， ダイコ

シアブラムシでは 24.1%， マメアブ

ラムシでは 18.4%， ニセダイコンア

プラムシでは 13.9%， ムギクピレア

ブラムシでは 12.2%となり， いずれ

12 も標準飼育で育てたものより非常に少
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第4図 ダイコンアプラムシ，ニセダイコンアプラム
シ，ムギクピレアブラムシの体重増加曲線
⑥ダイコンアブラムシ，ーエセダイコ γアプ
ラムシ，⑨ムギクピレアプヲムシ，実線標準

飼育，破線人工飼育

なくなっている.

5. 生存期間

各アブラムシの平均生存期間は第2

表のとおりである.モモアカアプラム

シの寿命が最も長く，ついでマメアプ

ラムシ，ダイコンアプラムシ，ニセダイコンアプラムシ， ムギクピレアブラムシの11慣であ

った. しかし，標準飼育のそれと比べると，ニセダイコンアプラムシ，モモアカアブラム

シおよびムギクピレアプラムシでは短縮され，マメアプラムシと夕、、イコンアブラムシでは

逆に若干長くなっているが，有意、差は認められなかった.

考 察

これまでアブラムシの人工飼育に用いられてきた合成飼料をみると，アブラムシの種類

が違うにもかかわらず，飼料の構成成分にあまり差がみられない.同じ組成をもっ合成飼

料が，寄主を異にする多数のアプラムシの栄養要求を同時に， しかも十分満たすことが可

能であるならば， アプラムシの栄養生理を解明するうえに有力な手がかりとなる. Dadd 

and Krieger (1967)はすでに同一飼料を用いて Myzuspersicae SUr.ZER， Aphis fabae 

SCOPOr.rの両種を累代飼育することに成功している.しかしながら，この両種はともに広

食性であることがよく知られているものである.本実験では広食性アプラムシに限らず，

寄主のそれぞれ違う比較的狭い食性をもっアプラムシなどについても，同一組成をもっ合

成飼料によって人工飼育できるか否かについて調査を行なった.

実験結果がしめすように，供試した 6種類のアブラムシのうち，寡食性のクリオオアプ

ラムシをのぞく他の 5種類については， うまれてから次世代産出までの一世代にわたって

人工飼育することに成功した.けれども，各アプラムシとも本来の寄主であるなまの食草

を与えて育てたものに比べると，いろいろな点でおよばないことがわかった. まず幼虫期

間に若干のおくれが生じたほか，生体重や産仔数などにも顕著な影響があらわれた. これ

は今回用いた飼料のなかにこれらアブラムシの生長や生殖に必要な栄養分が不足している

ものと考えられ，合成飼料の組成について再検討の必要がある. また，幼虫発育期間中に

おける死虫率についてみると， クリオオアプラムシ，ダイコンアブラムシおよびムギクピ

54巻 (1971) 27 



レアブラムシの 3種は，発育初期の死虫率が異常に高くなっており，とくにクリオオアブ

ラムシは出生後僅か 4日までに 1令においてすべて死亡した.これら死虫率の高い原因に

ついては，人工飼料への食いつきが悪いことをしめしており，飼料の栄養不足と，このほ

か人工膜に用いたパラフィルムの張り方などの技術的欠陥によるものと考えられる.各ア

ブラムシの生存期間は標準飼育のそれと比べて有意差は認められず，今回用いた飼料は，

これらのアブラムシの生存期間に対し，それほど大きな影響を与えていないことがわかっ

た.これまでアブラムシの人工飼育が成功した例をみると，その大半が広食性アブラムシ

についてである.本実験の結果もその例外でなく，食性の最も広いモモアカアプラムシ

と，これについで広い食性をもっマメアブラムシにおいて比較的良い成績をおさめること

がで、きた.この原因についてはいろいろ考えることができるが，まずアプラムシの食性に

起因する合成飼料の栄養不足があげられる.狭い食性をもっアブラムシは，特定の種また

はその近緑植物群に好んで寄生するが，これらの植物に含まれている或種の未知成分は単

食性あるいは寡食性アプラムシの発育はもちろん，摂食活動にも不可欠な要素となってい

ることが考えられる.今回の実験に用いた合成飼料のなかには，このような特定の成分は

一切含まれていない.このため，アブラナ科植物を主な寄主としているダイコンアブラム

シとニセダイコンアプラムシ，イネ科植物を常食としているムギクピレアプラム、ン，それ

にプナ科植物だけに寄生するクリオオアプラムシなどの狭い食性をもっアプラムシにとっ

て，適切な飼料であったかどうか疑問である.このほかの理由として， Dadd and Mittler 

(1966)がすでに指摘しているアミノ酸の不均衡，それに若令幼虫の死亡率が高い直接の

原因とも思われる人工膜の構造などをあげることができる.ともあれ，完全合成飼料によ

ってアプラムシの人工飼育を行なうためには，供試するアプラムシの食性を十分考慮して

合成飼料を作成することが望ましい.現段階ではどのアプラムシにでも利用できるような

合成飼料はみつかっていない.

飼育方法についてみると，これまでアブラムシの人工飼育に用いられてきた方法に比べ

はるかに簡単である.ただ，人工膜に用いたパラフィルムが最適かどうかについて多少の

疑問がある.というのは，若令幼虫の死亡率が高い理由のひとつとして，これら幼虫が探

針吸汁に失敗し合成飼料にありつくことなく餓死することも考えられるからである.この

問題を解決するため， 2， 3の植物表皮を使用してみたが，膜のとりかえに相当の時聞を

必要とするうえ，期待したほどの好結果が得られなかった.結局本実験では，パラフィル

ムにまさる人工膜をみつけることはできなかった.

アブラムシの人工飼育は，この数年間に急速な進歩をとげているが，まだその緒につい

たばかりであり，いろいろな面で改良の余地が多分に残されている.けれども，昆虫の栄

養生理，作物の耐虫性品種の育成などの多方面の分野にその発展が期待されているので，

広食性のみならず，寡食性や単食性アブラムシにも利用できる人工飼育法の開発が望まれ

ている.

摘 要

同じ組成をもっ純合成飼料によって，食性の異なる 5種類のアプラムシを，同時に人工

飼育することに成功した.今回用いた処方巳よる合成飼料で，飼育成績の良かった順にあ
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げると，モモアカアプラムシ，マメアプラムシ，ダイコンアプヲムシ，ニセダイコンアプ

ラムシおよびムギクピレアプラムシとなる.人工飼育の難易は，アブラムシの食性と密接

な関係があり，食性の広いものほど飼育が容易のように考えられる.
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